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(1) 動機： 近年，GPS 機能のついたスマートフォンが

広く普及し，それに伴い位置情報を利用したアプリ

ケーションが増えてきている．これらのアプリケーシ

ョンを使用したユーザから発信された位置情報付き

の行動ログデータがウェブ上に大量に出回ってい

るが，アプリケーションごとにデータに違いがあり，

整理がなされていないのが現状である．われわれ

は，この大規模なデータを整理，解析することによ

り，マーケティング用の統計データとして活用する

枠組みを研究してきた． 

 

(2) アプローチ： Twitter 上に公開されている位置情報

付きの行動ログデータを収集する「T-Rexa エンジ

ン」を作成した．このエンジンは，合計 19 の位置情

報アプリケーションに対応しており，tweet 情報とし

て公開されているデータから，住所情報，プレイス

名，プレイス属性等を独自のアルゴリズムにより非

常に高精度で同定することを可能にした． 

(3) 意義： われわれのエンジンにより，多様かつ大量の

行動ログデータを収集でき，従来の少数のパネルを

使用した分析では難しかった，時間やユーザの属

性の違いによる消費行動や流動性の違いを把握で

きる枠組みを実現した．具体的な応用としては，地

方自治体による地域活性化や大規模店舗の売上

向上，また交通混雑予測を想定している． 

 

(4) 結果： 2011 年 6 月〜2012 年 9 月までで，約 2,000
万件，ユニークユーザ数 33 万人，コメント数 1,000
万件，ユニークプレイス数 133 万件，画像数 250 万

件の行動ログデータの収集に成功した．図１に，一

例として，あるユーザの行動ログデータの解析結果

を示す．ここでは，データベースから箱根湯本駅を

通ったユーザを一人選択し，そのユーザが箱根湯

本駅を通った前後の行動を可視化したものである．

これを見ると，ユーザは横浜駅周辺に住み，一泊

二日で箱根に旅行をしていたことが推測される．

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1： 箱根湯本駅を通ったひとりのユーザの行動ログ 


